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◇
一
般
会
計

　

前
年
度
対
比
25
％
増
の

総
額
35
億
７
８
９
９
万
８

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予

算
が
提
案
さ
れ
、
討
論
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
８
％
減
の

総
額
２
億
４
３
３
２
万
２

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予

算
が
提
案
さ
れ
、
討
論
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
簡
水
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
32
％
減
の

総
額
４
億
１
６
８
３
万
６

０
０
０
円
と
す
る
当
初
予

算
が
提
案
さ
れ
、
討
論
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
後
期
医
療
特
別
会
計

　

前
年
度
対
比
４
％
増
の

総
額
６
３
８
８
万
９
０
０

０
円
と
す
る
当
初
予
算
が

提
案
さ
れ
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

当
初
予
算

可
決一般会計35億円超予算

町税
2億6445万3000円

繰越金 500万円

繰入金 1億2455万1000円

使用料及び手数料
7758万3000円

その他の収入
2853万7000円

諸収入
5685万7000円

地方交付税 18億1000万円

国庫支出金
4億3417万2000円

道支出金
1億8959万9000円

借入金（町債）
4億9690万円

その他の交付金 9134万6000円

自主
財源依

源
財

存 収入

議会費
5594万5000円

総務費
4億8975万6000円

民生費
7億4297万円

衛生費
4億8659万6000円

土木費
3億1250万8000円

消防費
5億6368万4000円

返済金（公債費）
4億7309万8000円

教育費 2億2060万5000円

諸支出金 66万9000円

その他 3251万2000円

農林水産業費
2億65万5000円

支出

一般会計  収入（歳入）合計
３５億７８９９万８０００円

一般会計  支出（歳出）合計
３５億７８９９万８０００円

国民健康保険事業予算
簡易水道事業予算
後期高齢者医療予算

２億4332万2000円
４億1683万6000円

6388万9000円

特別会計

おしえて！ギモン博士

予
算
の
概
要

　

収
入
の
大
き
な
柱
で
あ

る
地
方
交
付
税
は
、
前
年

度
対
比
１
５
０
０
万
円
増

の
18
億
１
０
０
０
万
円
を

見
込
み
、
収
入
全
体
の
51

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
５
億
５
６
９
８

万
円
と
、
収
入
全
体
の
16

％
に
と
ど
ま
り
、
う
ち
１

億
２
４
３
０
万
円
は
貯
金

（
基
金
）
を
取
り
崩
し
繰

り
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
は
、
15
年
ぶ
り
に

35
億
円
を
超
え
る
積
極
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
投
資
的
事
業
の

大
幅
な
増
と
民
生
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
は
７
億
４
２
９

７
万
円
で
、
町
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
約
21

万
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、

福
祉
施
策
に
重
点
を
置
い

た
予
算
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
返
済
金
（
公
債

費
）
は
、
前
年
度
比
５
％

減
の
４
億
７
３
０
９
万
円

で
、
支
出
全
体
の
13
％
と

な
り
、
15
％
を
下
回
り
ま

し
た
。

15年ぶりの積極型予算

今
年
の
予
算

希望に満ちた未来へのまちづくり
3/7～3/18

定例会第
１
回

入学おめでとう（町立仁木小学校）

　第１回定例会は、３月７日に開会し、３月18日閉会しました。

　町から当初予算、補正予算、条例制定・改正、指定管理者、規約変更、計画変更、人事案件が上程さ

れ、すべての議案を可決しました。（当初予算、条例制定、指定管理者の６議案は、予算委員会で審査

し、最終日の本会議で可決）

　また、議会提出議案として２件の陳情、議員提出議案として８件の意見書を提出し、陳情を除くすべ

ての議案を可決しました。（陳情は、総務経済常任委員会に付託）

　一般質問では４名の議員が登壇し、考えを問いただしました。
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戦
い
抜
け
る
農
業
を
構
築

信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
を
執
行

教
育
行
政
執
行
方
針

　

佐
藤
町
長
は
、
平
成
26

年
度
町
政
執
行
方
針
に
お

い
て
、
「
私
は
こ
の
町
を

発
展
さ
せ
る
た
め
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
振
興

さ
せ
、
福
祉
、
教
育
の
充

実
を
図
り
、
町
民
が
本
当

に
幸
せ
だ
と
思
え
る
理
想

郷
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
指
針
を
定
め

た
総
合
計
画
を
継
承
し
つ

つ
も
、
私
自
身
の
政
策
を

反
映
さ
せ
、
町
政
執
行
に

当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
こ
の
一
年

を
農
業
改
革
元
年
と
位
置

付
け
、
戦
い
抜
け
る
仁
木

町
農
業
の
構
築
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

角
谷
教
育
長
は
、
平
成

26
年
度
教
育
行
政
執
行
方

針
に
お
い
て
、
「
国
で
は

教
育
委
員
会
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
種
々
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
総

合
計
画
の
基
本
指
針
（
学

び
）
及
び
教
育
目
標
の
具

現
化
に
向
け
、
２
分
野
か

ら
な
る
重
点
と
推
進
の
た

め
の
取
組
等
を
定
め
ま
し

た
。

　

す
べ
て
の
町
民
が
〈
果

実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
〉
に

生
き
る
喜
び
を
実
感
し
、

心
豊
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
で
の
学
び
が
保
障
さ
れ

信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
を

執
行
し
て
い
き
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

安心 ～誰もが安心して笑顔で暮らせるまちづくり～
　住み慣れた地域の中で、家庭や近隣の知人、友人などとの温かい絆を保ちながら、すべて
の人々が家庭や地域の中でいきいきと自立した安心のある生活が送れるよう、共に支え、共
に生きる福祉社会（ノーマライゼーション）の実現に努めます。

潤い ～やすらぎと潤いのあるまちづくり～
　社会基盤の基礎となる道路・河川・水道の整備と維持管理及び雪対策などを通じて、町民
の安心・安全で快適な生活を守ることを確実に果たせるよう取り組みます。

活力 ～豊かで活力あるまちづくり～
　本町農業の最大の特色は果樹生産であり、果樹なくして本町農業を語ることはできないこ
とから、トマトの増進はもとより、果樹の主要作物であるサクランボの安定生産に向けた施
策を推進し、この農産物という大きな武器で、厳しい時代を戦い抜ける農業をつくります。

協働 ～持続可能な行財政運営と協働のまちづくり～
　人口や財政の規模に見合った町政運営が必要であり、地方分権型社会に対応した広域行政
を推進していくためにも、周辺市町村との役割分担を明確にしながら相互の連携を強め、地
域の特色や実情に応じた取組に努めます。

学び ～心豊かに学び育むまちづくり～
　すべての町民が主人公として、お互いに関わり合いながら、心豊かに学び続ける生涯学習
環境の充実を図るとともに、未来を拓く子どもたちを学校・家庭・地域社会がそれぞれの役
割と責任を自覚し、協働による教育行政を推進します。　

１　挨拶の励行
２　確かな学力の向上
３　豊かな心の育成
４　健やかな体の育成
５　信頼される学校づくり
６　安全・安心な学校・地域づくり

学校教育６つの重点

生涯学習４つの重点
１　第７期仁木町社会教育中期計画２年次目の事業推進
２　文化活動の推進
３　スポーツ活動の推進・充実
４　社会教育施設の有効利用

町
政
執
行
方
針

3/7～3/18

定例会第
１
回
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ことしの仕事
ピックアップ

2億6431万円
　

地
震
や
洪
水
、

原
子
力
等
の
災
害

が
発
生
し
た
際
、

町
民
の
皆
さ
ん
へ

情
報
を
一
斉
に
伝

達
す
る
手
段
と
し

て
、
各
家
庭
に
戸

別
受
信
機
を
配
備

し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
整
備

安心

　今年度から平成28年度までの３か年事

業として実施します。

　対象作物は野菜、補助基準は６棟以内

（面積換算20㌃以内）、補助率２分の１

以内で助成します。

　なお、就農５年以内の新規就農者に限

り、補助率３分の２以内で助成します。

　施設園芸ハウス導入助成活力

2000万円

　

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
町
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
海
外
輸
出
や

販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
大
に
対
す

る
支
援
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
産
地
確
立

活力

100万円

　戸籍総合システム電算化協働

　現在、紙ベースで管理している戸

籍・除籍・改製原戸籍・戸籍の附票

を電算化することにより、戸籍届出

書受理から発行までの期間の短縮化

を図ります。

　なお、システムは平成26年10月に

稼働予定です。

4147万円

　

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に

町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先

人
の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
町
民
と
と
も
に

祝
い
、
更
な
る
町
政
発
展
を
期
す
る
た
め
、

各
種
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念

協働

449万円

　冬期間の生活を支援するため、低所得

者世帯に対し１万円を助成します。

　ぬくもり灯油助成安心

245万円　

災
害
時
に

必
要
な
備
蓄

食
料
、
防
災

資
機
材
及
び

原
子
力
防
災

用
資
機
材
の

ほ
か
、
広
報

車
両
用
車
庫

や
燃
料
庫
を

備
え
た
倉
庫

を
建
設
し
ま

す
。

6944万円

　

防
災
用
備
蓄
倉
庫
建
設

安心　浄化槽設置助成潤い

　

快
適
で

衛
生
的
な

生
活
環
境

の
確
保
と

河
川
の
水

質
保
全
の

た
め
、
個

人
設
置
・

個
人
管
理

に
よ
る
合

併
処
理
浄

化
槽
の
設

置
に
対
し

助
成
し
ま

す
。

7245万円

　町道整備・橋梁補修潤い

　町道北栄３号

線の改良舗装工

事、月見橋の４

橋脚断面等補修

工事、長沢橋の

３橋脚断面等補

修工事、然別橋

の調査・補修設

計を行います。

1億2151万円
　

南
町
地
区
及
び
西

町
国
道
５
号
沿
い
の

水
道
本
管
布
設
替
工

事
と
大
江
橋
橋
梁
添

架
管
布
設
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

配
水
管
整
備

潤い

1億8260万円



議会だより  にき　第１０１号　平成２６年５月１５日発行　　0809　議会だより  にき  第１０１号　平成２６年５月１５日発行

予
算
等
審
査

予
算
等
審
査

平成26年度予算及び予算関係議案は、議長を除く議員８名による
各会計予算特別委員会を設置し、延べ４日間にわたり審査を行いました。

予算は、町の１年間の収入と支出の見積もりであると同時に、
町民に対してどれほどの租税公課を義務付け、

また、どんな行政サービスを行うかを約束するものです。
　ここでは、委員会で行われた質疑を要約して掲載します。

　
　
　
　

町
内
に
あ
る
各

　
　
　
　

施
設
は
、
町
民

が
有
意
義
に
使
う
も
の
と

考
え
る
が
、
消
費
税
を
据

え
置
き
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　

今
後
の
財
源
を

考
え
、
据
え
置
き
は
し
な

い
と
判
断
し
た
。

嶋 田

町　

長

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の

　
　
　
　

応
募
者
は
１
件

の
み
で
あ
っ
た
。
周
知
方

法
が
足
り
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
募
集
し
た
が
、
広
く

募
集
の
機
会
を
お
知
ら
せ

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
町
広
報
や
新
聞
掲

載
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
て
い
る
。

野 崎

企
画
課
長

　
　
　
　

ス
キ
ー
場
は
２

　
　
　
　

月
末
で
ク
ロ
ー

ズ
し
て
い
る
が
、
住
民
サ

林

教
育
長

　
　
　
　

役
場
と
建
設
予

　
　
　
　

定
の
大
江
コ
ミ

セ
ン
に
は
備
蓄
庫
を
設
置

す
る
が
、
そ
の
他
の
指
定

避
難
所
へ
の
備
蓄
庫
設
置

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
昨
年
、
備
蓄

計
画
を
策
定
し
、
町
内
７

か
所
の
施
設
を
避
難
収
容

機
能
や
物
資
備
蓄
機
能
を

重
点
的
に
有
す
る
施
設
と

企
画
防
災
係
長

住 吉

住　

吉

教
育
長

教
育
次
長

　
　
　
　

大
江
団
地
の
改

　
　
　
　

善
工
事
を
実
施

す
る
が
、
一
番
古
い
建
物

で
築
28
年
を
経
過
し
て
い

る
。
建
替
す
る
考
え
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
国
・
道
で
推
進

し
て
い
る
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
居
住
性
向
上
及
び
長

寿
命
化
、
屋
根
の
長
寿
命

化
と
い
う
判
定
に
至
っ
た

こ
と
か
ら
、
改
善
工
事
を

実
施
す
る
。

建
築
係
長

横 関

町
内
施
設
使
用
料

指
定
管
理
応
募
方
法

ス
キ
ー
場
開
設
期
間

ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
意

味
か
ら
も
、
３
月
末
ま
で

に
延
長
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制

度
で
運
営
し
て
い
る
以
上

は
、
経
営
面
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
利
用
客
が
減
少
す
る

２
月
末
で
ク
ロ
ー
ズ
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
　
　

町
内
４
地
区
で

開
催
し
て
い
る
敬
老
会
だ

が
、
今
年
は
な
ぜ
町
民
セ

ン
タ
ー
の
１
か
所
で
開
催

す
る
の
か
。

　
　
　
　

今
年
は
町
制
施

行
50
周
年
の
た
め
、
町
が

主
催
す
る
関
係
か
ら
、
一

堂
に
会
し
て
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
来
年
以
降
の
開

催
は
、
今
回
の
開
催
状
況

を
見
て
か
ら
検
討
す
る
。

住
民
課
長

野　

崎

敬
老
会
開
催
方
法

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

を
利
用
す
る
場

合
、
仁
木
地
区
の
方
は
銀

上 村

　
　
　
　

燃
や
せ
な
い
ゴ

ミ
の
推
移
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
が
、
何
か

対
処
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
昨
年
度
導
入
し

た
破
砕
機
を
有
効
に
生
か

し
、
今
後
も
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
延
命
化
に
努
め

る
。

上　

村

住
民
課
長

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ

　
　
　
　

ハ
ウ
ス
導
入
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
実
施

主
体
は
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
で

あ
る
が
、
組
合
員
し
か
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
な
い

等
の
条
件
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
新
お
た

る
の
意
向
と
し
て
は
、
組

合
員
と
組
合
員
外
の
差
別

化
を
図
り
な
が
ら
、
実
施

し
た
い
と
の
意
向
が
あ
っ

た
が
、
正
式
な
決
定
で
は

な
く
、
組
合
員
外
も
事
業

を
実
施
で
き
る
。

農
政
課
主
幹

嶋　

田

ハ
ウ
ス
導
入
助
成

大
江
団
地
改
善
工
事

桜
桃
花
粉
樹
導
入

　
　
　
　

桜
桃
結
実
事
業

　
　
　
　

に
つ
い
て
、
受

粉
環
境
の
整
備
と
し
て
、

花
粉
樹
を
１
０
０
０
本
導

入
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
本
当
に
確
保
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　

必
要
量
の
確

保
は
十
分
対
応
で
き
る
こ

と
を
、
実
施
主
体
の
Ｊ
Ａ

新
お
た
る
等
に
確
認
済
み

で
あ
る
。 大 野

農
政
課
主
幹

備
蓄
庫
設
置
計
画

　
　
　
　

８
０
２
０
運
動

を
推
進
す
る
た
め
、
フ
ッ

化
物
洗
口
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
保
護
者
に
対
し
説

明
会
を
実
施
す
る
の
か
。

フ
ッ
化
物
洗
口

山
地
区
よ
り
も
余
市
町
の

方
が
近
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
利
用
人
数
の
確
保

が
難
し
い
と
思
う
。
町
は

補
助
金
だ
け
で
な
く
、
運

営
に
関
し
て
も
協
議
等
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

今
後
は
、
利

用
人
数
の
推
移
を
十
分
注

意
し
、
運
営
に
関
わ
り
な

が
ら
協
議
し
て
い
く
。

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ほ
け
ん
課
と
協

力
し
な
が
ら
フ
ッ
化
物
洗

口
の
実
施
要
綱
等
を
作
成

し
、
学
校
管
理
職
、
一
般

教
諭
の
理
解
を
得
た
後
に

保
護
者
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
す
る
。

　
　
　
　

フ
ッ
化
物
洗
口

は
強
制
で
は
な
く
、
理
解

い
た
だ
い
た
保
護
者
の
同

意
を
得
た
中
で
、
実
施
し

て
い
く
。

ほ
け
ん
課
長

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

当
初
予
算
案
は
、
議
長
を
除
い

た
議
員
８
名
に
よ
る
予
算
特
別

委
員
会
（
宮
本
幹
夫
委
員
長
・

大
野
雅
義
副
委
員
長
）
が
設
置

さ
れ
、
こ
れ
に
付
託
し
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
議
案
ご
と
に

討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

す
べ
て
の
予
算
案
を
全
員
賛
成

で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
最
終
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、
宮
本
委
員

長
か
ら
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 おしえて！ギモン博士

予
算
委
員
会
の

概
要

新年度予算の使い道皆さん
　の税金

仁木地区敬老会（町民センター）みんなでハミガキ（町立銀山へき地保育所）
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・一般会計（９回目の補正）

1億8016万円 増 32億4290万5000円

・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

225万1000円 減 2億8509万4000円

・簡易水道事業特別会計（３回目の補正）

420万8000円 減 6億822万5000円

補 正 額 予 算 総 額

平成25年度会計　補正の結果

消費税率８％

　

社
会
保
障
の
安
定
財
源

の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た

め
の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
賛
成
７
・
反

対
１
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
消
費

税
率
の
引
上
げ
に
よ
り
、

各
施
設
の
使
用
料
等
、
道

路
敷
地
占
用
料
金
、
普
通

河
川
流
水
・
土
地
各
占
用

料
、
土
木
機
械
使
用
料
、

土
砂
等
採
取
料
、
水
道
使

用
料
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

条
例
制
定

◇
一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
は
、
繰

越
明
許
で
実
施
す
る
町
道

路
面
調
査
・
点
検
業
務
、

橋
梁り

ょ
う

補
修
工
事
、
大
江
団

地
改
善
工
事
の
３
事
業
費

と
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
事
務
経
費
等
な
ど
の
増

額
補
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◇
国
保
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
は
、
後
志
広

域
連
合
負
担
金
の
減
額
補

正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
簡
水
特
別
会
計

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
は
、
執
行
残
に
よ

る
工
事
請
負
費
な
ど
の
減

額
補
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

3/7～3/18

定例会第
１
回

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

野
崎
議
員

住
吉
議
員

嶋
田
議
員

宮
本
議
員

大
野
議
員

林　

議
員

上
村
議
員

横
関
副
議
長

山
下
議
長

議決結果

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法
の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － 原案可決

災害時多目的船の導入を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － 原案可決

集団的自衛権に関する憲法解釈の変更に反対する意見書 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● － 原案可決

平成26年第１回定例会
審議した議案と賛否の公表

佐藤町長の

行政報告
administrative report

　　

厳
し
い
気
象
条
件
下
に
あ
っ
て
も
、
安
定
的
な
農
業
生
産
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
か
ら
２
か
年
事
業
で
水
稲
育

苗
・
花
卉
ハ
ウ
ス
導
入
に
対
し
、
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
申
請
件
数
11
件
（
４
５
３
３
㎡
・
17
棟
）
と

な
り
、
町
の
補
助
金
交
付
決
定
額
は
、
２
７
７
万
８
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

月
見
橋
補
修
工
事
は
、
橋
脚
断
面
補
修
と
伸
縮
装
置
の
補
修

等
を
行
う
た
め
、
平
成
25
年
10
月
に
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
指
名
業
者
全
社
が
技
術
者
の
手
配
が
つ
か
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
辞
退
し
た
た
め
、
入
札
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
25
年
度
の
交
付
金
が
決
定
し
て
い
る
た
め
、

25
年
度
中
に
施
工
可
能
な
範
囲
で
工
事
発
注
し
、
残
額
分
は
26

年
度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
橋
梁
補
修
事
業
及
び

道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
を
26
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

昭
和
60
年
、
61
年
、
平
成
５
年
に
４
棟
16
戸
を
建
設
し
た
大

江
団
地
は
、
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式
、
浴
室
は
ス
ペ
ー
ス
の
み

で
、
入
居
者
に
不
便
と
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
居
住

環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
ト
イ
レ
の
水
洗
化

及
び
浴
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
化
等
、
28
年
度
に
屋
根
改
修
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
屋
根
ト
タ
ン
の
劣
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
前
倒
し
を
し
て
25
年
度
補
正
予
算
で
の
事
業
と
し
、
26

年
度
に
事
業
費
を
繰
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

水
稲
育
苗
・
花
卉
ハ
ウ
ス
の
結
果
報
告

月
見
橋
補
修
工
事
は
26
年
度
に
実
施

大
江
団
地
の
居
住
環
境
を
改
善

事業費を繰越し
26年度に事業実施

上 村

消
費
税
法
第
60

条
第
６
項
は
、

反
対
討
論

自
治
体
が
一
般
会
計
に
係

る
業
務
と
し
て
行
う
事
業

は
、
課
税
標
準
に
対
す
る

消
費
税
額
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
消
費
税
額
と

同
額
と
み
な
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
結
果
的
に
納
税
額

が
発
生
し
な
い
仕
組
み
と

し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
消
費
税
増
税

分
を
住
民
の
使
用
料
等
に

安
易
に
転
稼
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
反
対
す
る
。

横 関

こ
れ
は
我
が
国

に
お
い
て
、
社

賛
成
討
論

会
保
障
の
足
り
な
い
と
こ

ろ
を
こ
の
消
費
税
法
の
一

部
を
改
正
し
て
補
お
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
賛
成
す
る
。

施
設
等
使
用
料
を
引
上
げ

親子でピザづくり（保健センター栄養指導室）

大江団地（大江2丁目）

消
費
税
率
の
引
上
げ
に

伴
い
使
用
料
等
を
改
定
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◇
農
業
委
員
会
委
員
定
数

　

条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
社
会
教
育
委
員
の
定
数

　

及
び
任
期
に
関
す
る
条

　

例
の
全
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
北
海
道
市
町
村
職
員
退

　

職
手
当
組
合
規
約
を
変

　

更
す
る
た
め
の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
志
広
域
連
合
規
約
を

　

変
更
す
る
た
め
の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決

◇
北
後
志
地
区
障
害
程
度

　

区
分
認
定
審
査
会
共
同

　

設
置
規
約
を
変
更
す
る

　

た
め
の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決

◇
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

　

町
村
計
画
の
変
更

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

指
定
管
理
者

指
定
管
理
者
に
㈱
北
海

道
名
販
を
指
定

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公

園
及
び
町
民
ス
キ
ー
場
の

指
定
管
理
者
を
㈱
北
海
道

名
販
に
指
定
す
る
議
案
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁よ

う

護ご

委
員
候
補
者

に
笠
井
さ
ん
を
推
薦
す
る

こ
と
に
対
し
、
全
員
賛
成

で
適
任
答
申
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

に
笠
井
さ
ん
を
再
推
薦

    

笠か
さ  

井い　

八や

す

こ

洲
子  

さ
ん

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

（
東
町
12
丁
目
）

人

事

▽
提
出
者

　

銀
山
地
区
町
内
連
合
会

　
　
　

会
長　

杉
本　

晃

▽
内
容
（
要
約
）

　
近
年
、
全
国
で
発
生
し

て
い
る
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
、
原
発
に
よ
る
被
災

と
当
地
域
は
無
縁
と
思
わ

れ
た
が
、
災
害
等
発
生
時

に
は
当
地
域
も
道
道
仁
木

赤
井
川
線
避
難
道
と
の
連

携
が
求
め
ら
れ
る
。

道
道
仁
木
赤
井
川
線
に
接

続
さ
れ
て
い
る
町
道
銀
山

停
車
場
線
の
拡
幅
を
求
め

る
陳
情

　

銀
山
停
車
場
線
は
、
女め

代じ
ろ

神
社
、
願
王
寺
へ
繋
が

り
、
地
域
の
主
要
な
幹
線

で
あ
り
、
ま
た
、
銀
山
学

園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
え
ん
れ
い
そ
う
の
２

施
設
が
あ
る
が
、地
域
道
・

施
設
の
主
要
連
結
と
し
て

は
４
ｍ
と
狭
く
、
冬
は
更

に
狭
く
な
り
、
交
差
は
全

く
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

通
勤
・
送
迎
事
故
、
豪

雨
災
害
、
降
雪
に
よ
る
寸

断
や
原
子
力
防
災
と
予
期

せ
ぬ
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
拡
幅
を
求
め
る
。

陳

情

▽
提
出
者

　

金
光
町
内
会

　
　
　

会
長　

鶴
田
寿
広

▽
内
容
（
要
約
）

　
町
道
３
番
線
沿
い
に
は

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
集
出
荷
場

や
観
光
農
園
が
あ
り
、
車

両
の
通
行
も
多
い
道
路
で

あ
る
。
灌か

ん

漑が
い

用
水
路
の
北

西
側
（
末
広
橋
側
）
は
5.5

ｍ
幅
に
改
修
さ
れ
た
が
、

灌か
ん

漑が
い

用
水
路
か
ら
フ
ル
ー

ツ
街
道
ま
で
の
間
は
、
道

　

金
光
町
内
会
、
銀
山
地

区
町
内
連
合
会
の
２
団
体

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
町
道
の

拡
幅
を
求
め
る
陳
情
が
提

出
さ
れ
、
総
務
経
済
常
任

委
員
会
に　

付
託
し
て
、

審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

町
道
３
番
線
灌か

ん

漑が
い

用
水
路

か
ら
フ
ル
ー
ツ
街
道
ま
で

の
拡
幅
を
求
め
る
陳
情

路
幅
が
４
ｍ
と

非
常
に
狭
く
、

大
型
車
と
は
交

差
で
き
な
い
。

業
務
用
の
車
両

で
あ
れ
、
生
活

に
使
用
さ
れ
る

車
両
で
あ
れ
普

通
に
交
差
で
き

通
行
で
き
る
道

路
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
拡
幅
改

良
を
求
め
る
。

　議会の議決を要する
事件について、議会の
議決に先立って詳しく
検討を加えるために、
所管の常任委員会等に
審査を委託することで
す。

おしえて！ギモン博士 付
ふ

託
た く

とは

国・政府への意見書

手
話
言
語
法
（
仮
称
）

の

早
期
制
定
を
要
望

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対

等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を

広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
ど

も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手

話
が
使
え
、
更
に
は
、
手

話
を
言
語
と
し
て
普
及
・

研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た

「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）

」
を

早
急
に
制
定
す
る
よ
う
要

望
す
る
も
の
で
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

▼
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）

」

　

の
早
期
制
定
を
求
め
る

　

意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

住
吉　

英
子

意

見

書

▼
災
害
時
多
目
的
船
の
導

　

入
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

賛
成
７
・
反
対
１
で
可
決

▼
消
費
税
の
軽
減
税
率
の

　

制
度
設
計
と
導
入
時
期

　

の
明
確
化
を
求
め
る
意

　

見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

▼
集
団
的
自
衛
権
に
関
す

　

る
憲
法
解
釈
の
変
更
に

　

反
対
す
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

賛
成
５
・
反
対
３
で
可
決

▼
食
の
安
全
・
安
心
の
確

　

立
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

全
員
賛
成
で
可
決

▼
農
地
中
間
管
理
機
構
設

　

置
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

▼
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

　

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向

　

け
た
環
境
整
備
及
び
地

　

域
に
お
け
る
取
り
組
み

　

へ
の
支
援
を
求
め
る
意

　

見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

▼
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

横
関　

一
雄

　
賛
成
議
員　

林　
　

正
一

全
員
賛
成
で
可
決

『夢』を意味する手話（仁木フルーツ合唱団スプリングコンサート）

道路拡幅を求める陳情

委員会に付託し審査

町道３番線

町道銀山停車場線
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住吉　英子 議員

住
吉
認
知
症
を
発

症
し
て
も
引

認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
を

必
要
と
考
え
、
今
後
に
向
け
検
討
す
る

町
長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に

対する方針等について所信を質
ただ

し、あるいは報告、説明を求め、又は疑問を質
ただ

すことです。

　本町議会の一般質問は、回数制限及び時間制限を無制限で行っています。

き
続
き
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
国
は　

オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
（
認
知
症
施
策
推

進
５
か
年
計
画
）
を
公
表

し
て
い
る
が
、
町
長
は
認

知
症
支
援
策
の
充
実
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
に
お
い

て
、　

認
知
症
カ
フ
ェ
を

今
後
の
柱
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

　

カ
フ
ェ
は
、
誰
も
が
集

え
る
場
と
し
て
定
義
さ
れ

各
地
で
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
お
り
、
国
は
カ
フ
ェ

開
設
を
推
進
す
る
自
治
体

に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
カ
フ
ェ
を
開

設
し
、
認
知
症
予
防
を
促

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

町
と
し
て
も

高
齢
者
の
見

守
り
及
び
予
防
を
行
え
る

よ
う
な
施
設
が
必
要
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に

向
け
検
討
す
る
。

住
吉

野崎　明廣　議員

河川の維持管理について
…P20

嶋田　茂　議員

１　雇用労働力の確保について
２　新規就農者の受入体制について

…P16～17

住吉　英子　議員

認知症支援策の充実について
…P15

上村　智恵子　議員

１　高い国民健康保険税について
２　自治体の消費税増税について

…P18～19

本
町
で
は
同

計
画
を
策
定

し
て
い
な
い
が
、
認
知
症

の
各
種
支
援
策
を
実
施
し

て
お
り
、
早
期
予
防
対
策

や
見
守
り
体
制
の
充
実
、

認
知
症
予
防
対
策
の
他
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ

ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

の
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら

せ
る
と
と
も
に
、
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
く
。

町
長

町
長

住
吉

町
長

社
会
貢
献
の

一
つ
と
し
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講

座
を
受
け
た
方
も
多
い
か

と
思
う
が
、
時
間
が
過
ぎ

る
と
認
知
症
に
対
し
て
の

理
解
や
地
域
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
意
識
も
だ
ん
だ

ん
薄
く
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

地
域
で
活
躍
す
る
場
の
提

供
や
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を

で
き
な
い
の
か
。

町
と
し
て
も

サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
意
識
の
向
上
に
繋
が

る
よ
う
な
場
や
話
し
合
い

の
場
の
提
供
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
。

おしえて！ギモン博士

　今後の認知症施策の方向性として、厚生労働省

が公表した「認知症施策推進５カ年計画」の通称

です。これまでの病院・施設を中心とした認知症

ケア施策を、住み慣れた地域で暮らし続けること

ができる在宅中心の認知症施策へシフトすること

を目指しています。

オレンジプランとは

おしえて！ギモン博士

　認知症の人と家族、地域住民、医療・介護従事

者など誰もが安心して集える場として定義され、

地域の中で認知症の知識を普及させ住民同士が支

え合うまちづくりの取り組みとして全国各地に開

設されています。

認知症カフェとは

　第１回定例会の一般質問には、４人の議員が登壇しました。
　紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

銀山いきいきサロンのイベント（主催：ボランティア銀詠会）
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町のイメージアップを図る町長

雇用確保に向けた方策は

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

嶋
田
①
今
年
度
、

外
国
人
実
習

新
規
就
農
者
に
対
す
る
生
活
支
援
を

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る

町
長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

嶋田　　茂 議員

生
の
受
入
人
数
は
、
全
体

で
１
６
０
名
の
予
定
と
聞

い
て
い
る
が
、
受
入
れ
に

対
す
る
１
人
当
た
り
の
交

付
税
や
補
助
金
収
入
は
。

②
外
国
人
実
習
生
は
年
々

増
加
し
て
い
る
た
め
、
一

軒
の
住
居
に
何
人
も
の
研

修
生
が
居
住
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

の
収
入
と
な
っ
た
交
付
税

等
の
一
部
を
活
用
し
、
老

朽
化
の
進
む
住
居
の
修
繕

や
新
た
な
住
居
施
設
の
整

備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解

は
。

③
新
た
な
雇
用
労
働
力
の

確
保
に
向
け
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。①

人
口
分
交

付
額
は
、
平

町
長

成
22
年
国
勢
調
査
時
の
人

口
を
基
準
に
町
民
１
人
当

た
り
約
22
万
円
と
算
定
さ

れ
て
い
る
が
、
住
民
が
増

え
れ
ば
行
政
経
費
等
も
増

え
る
た
め
、
外
国
人
実
習

生
の
増
数
に
よ
り
交
付
額

が
増
え
て
も
単
純
に
収
入

増
と
し
て
見
込
め
な
い
。

②
外
国
人
実
習
生
に
は
快

適
な
生
活
環
境
を
提
供
し

た
い
が
、
財
政
状
況
を
考

え
る
と
、
支
援
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
町
で
約
60
件

の
空
き
家
を
確
認
し
て
い

る
が
、
更
に
賃
貸
可
能
な

空
き
家
を
調
査
し
、
住
居

不
足
の
解
消
に
努
め
る
。

③
新
た
な
雇
用
労
働
力
の

確
保
と
な
る
と
、
町
外
が

主
と
な
る
こ
と
か
ら
、
更

に
本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
多
く
の
人
々

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
観
光
だ
け
で
な
く
、

農
業
生
産
の
面
に
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
、
雇
用
労
働
力

の
確
保
に
繋
げ
て
い
く
。

嶋
田
町
長
は
、
先

般
開
催
さ
れ

おしえて！ギモン博士

　人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において

地域外の人材を積極的に誘致し、その定住・定着を

図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えなが

ら、地域力の維持・強化を図っていくことを目的と

する制度です。

　具体的には、地方自治体が都市住民を受け入れ、

地域おこし協力隊員として委嘱し、一定期間以上、

農林漁業の応援、水源保全・監視活動、住民の生活

支援などの各種地域協力活動に従事していただきな

がら、当該地域への定住・定着を図ります。

　平成25年度の隊員数は978名（４府県314市町村）

で、道内では168名の隊員が活躍しています。

地域おこし協力隊とは

た
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
、
「
今
年
は
農
業
改

革
元
年
、
戦
い
抜
け
る
仁

木
農
業
を
構
想
す
る
」
と

宣
言
し
た
が
、
そ
れ
に
は

嶋
田
町
長
は
平
成

25
年
第
３
回

定
例
会
で
、
私
の
一
般
質

問
に
対
し
、
「
本
町
農
業

が
将
来
に
わ
た
り
、
持
続

的
に
展
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
新
規
就
農
者
を
含

め
担
い
手
の
育
成
が
重
要

な
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
し
進
め
て
い
く
」

と
答
え
て
い
る
。

①
今
後
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
形
で
新
規
就
農
者

の
受
入
れ
を
支
援
し
て
い

く
の
か
。

②
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

方
法
で
就
農
後
の
指
導
を

進
め
て
い
く
の
か
。

①
国
の
制
度

を
利
用
し
た

町
長

経
営
開
始
者
へ
の
支
援
の

実
施
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
就
農
相
談
、
農
地
の

斡
旋
、
農
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
開
催
等
、
新
規
就
農
者

の
確
保
と
定
着
に
向
け
た

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
実

施
の
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
導

入
事
業
は
、
新
規
就
農
者

に
対
す
る
特
例
と
し
て
、

補
助
率
2/3
以
内
の
助
成
や

新
規
就
農
者
支
援
事
業
奨

励
金
制
度
を
創
設
し
、
支

援
の
充
実
を
図
る
。

②
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
た
ス
キ
ル
向
上
の
た
め

の
研
究
組
織
を
整
備
す
る

ほ
か
、
実
践
的
な
個
別
指

導
を
希
望
す
る
就
農
者
に

対
し
、
指
導
農
業
士
や
先

駆
的
な
農
業
者
か
ら
の
直

接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
の

整
備
、
指
導
農
業
士
の
確

保
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
む
。

国
の
制
度
を

利
用
し
た
支

嶋
田

援
策
以
外
に
、
町
独
自
の

支
援
策
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

受
入
体
制
に

対
す
る
環
境

町
長

整
備
を
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
農
業
従
事

者
や
Ｊ
Ａ
に
も
受
入
体
制

を
整
備
す
る
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

備
型
）
は
、
青
年
就
農
者

に
年
間
１
５
０
万
円
補
助

さ
れ
る
が
、
給
付
中
は
他

に
就
労
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
、
半
年
ご
と
の
給
付

で
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
町
独
自
で
半

年
に
１
回
の
給
付
を
月
払

い
に
変
更
し
、
生
活
が
で

嶋
田

き
る
よ
う
な
支
援
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
は
。

確
か
に
こ
の

１
５
０
万
円

だ
け
で
生
活
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
が
、
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下

で
も
農
業
に
従
事
し
て
い

け
る
か
ど
う
か
の
判
断
基

準
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
当
事
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
本
当
の

意
味
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
。

町
長

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るた

め就農前の研修期間（準備型／年間150万円・最

長２年間給付）及び就農直後から経営が安定する

までの間（経営開始型／年間150万円・最長５年

間給付）の所得を確保するための制度です。

　なお、給付を受けるには、準備型及び経営開始

型でそれぞれ要件があります。

おしえて！ギモン博士
青年就農給付金とは　

青
年
就
農

給
付
金
（
準

新
し
い
政
策
が
必
要
と
考

え
る
。

　

例
え
ば
、
国
か
ら
交
付

税
が
入
る　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
活
用
し
、
人
口

を
増
や
す
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
な
ど
、
有
利
性
の

あ
る
事
業
を
調
査
・
研
究

し
、
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
で
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

２
年
間
農

業
従
事
者

等
の
下
で
研
修
す
る
と
年

間
１
５
０
万
円
を
助
成
す

る
国
の
青
年
就
農
交
付
金

（
準
備
型
）
制
度
が
あ
る

の
で
、
本
町
で
農
家
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
、
人
口

を
増
や
す
こ
と
の
で
き
る

施
策
に
努
め
る
。

　

な
お
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
。

外国人技能実習生研修会（町民センター）

新規就農された京野さん（東町）

農
政
課
長
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重要な課題と認識。慎重に検討する町長

子ども医療費の対象年齢拡大を

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

上
村
①
消
費
税
増

税
に
よ
り
、

増
税
分
を
安
易
に
反
映
す
べ
き
で
な
い

使
用
料
は
間
接
税
。
適
切
な
対
応
と
考
え
る

町
長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

①
昨
年
、
国

民
健
康
保
険

税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

全
道
一
高
い
国
保
税
と

な
り
、
町
民
に
負
担
を
押

し
つ
け
て
し
ま
っ
た
原
因

は
、
医
療
費
だ
け
の
問
題

な
の
か
。

②
後
志
管
内
で
は
、　

中

学
校
卒
業
や
高
校
卒
業
ま

で
医
療
費
を
無
料
と
し
て

い
る
町
村
も
あ
る
。
本
町

で
も
小
学
校
卒
業
ま
で
引

き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

①
国
保
税
が

高
額
と
な
っ

上村智恵子 議員

た
原
因
と
し
て
は
、
被
保

険
者
の
多
く
が
低
所
得
者

で
あ
る
こ
と
。
更
に
、
賦

課
限
度
額
未
満
で
あ
る
中

間
世
帯
は
、
資
産
割
額
に

反
映
さ
れ
る
固
定
資
産
を

所
有
し
、
一
定
程
度
の
所

得
が
あ
る
た
め
、
軽
減
が

適
用
さ
れ
ず
負
担
が
重
く

な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

②
本
町
で
は
、
独
自
の
施

策
と
し
て
、
小
学
生
に
か

か
る
入
院
費
の
う
ち
、
食

事
代
を
除
い
た
全
額
を
助

成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
志
管
内
の
状

況
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で

入
院
・
通
院
医
療
費
を
助

成
す
る
町
村
が
７
町
村
、

入
院
医
療
費
を
助
成
す
る

町
が
１
町
、
高
校
卒
業
ま

で
入
院
・
通
院
医
療
費
を

助
成
す
る
町
が
２
町
と
な

っ
て
い
る
。
医
療
費
助
成

の
拡
大
は
、
非
常
に
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

現
在
、
小
学

生
以
上
の
通

院
医
療
費
は
、
大
人
と
同

じ
く
３
割
負
担
で
あ
る
。

家
計
が
大
変
な
時
期
に
頑

張
っ
て
い
る
世
帯
の
子
ど

も
医
療
費
だ
け
で
も
大
至

急
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。
国

保
税
は
高
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
子
ど
も
医
療
費
は

無
料
に
す
る
な
ど
、
町
の

良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
医
療

費
に
関
し
て

は
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

ど
こ
ま
で
拡
大
で
き
る
の

か
を
含
め
検
討
す
る
。
ま

た
、
根
本
的
に
本
町
は
所

得
を
得
て
い
る
方
々
が
少

な
い
。
所
得
を
得
る
に
は

基
幹
産
業
の
農
業
に
力
を

入
れ
、
そ
こ
で
豊
か
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
理

想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収

入
を
得
て
自
分
た
ち
の
生

活
を
良
く
す
る
た
め
の
政

策
等
を
進
め
て
い
く
。

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

収
も
見
込
ま
れ
る
が
、
ど

れ
ぐ
ら
い
の
歳
入
が
見
込

ま
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
増
税
に
よ
る
増

収
も
あ
る
が
、
自
治
体
も

支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
。

概
算
で
ど
の
ぐ
ら
い
の
金

額
に
な
る
の
か
。

②
消
費
税
増
税
分
を
住
民

の
利
用
料
、
使
用
料
等
に

安
易
に
反
映
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

①
消
費
税
率

の
引
き
上
げ

町
長

に
よ
り
、
本
町
へ
の
地
方

消
費
税
交
付
金
の
増
収
も

見
込
ま
れ
、
平
成
26
年
度

当
初
予
算
で
は
、
前
年
度

比
１
０
３
０
万
円
増
の
４

３
２
０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
使
用
料
等
の
収
入

増
分
は
約
93
万
円
、
反
対

に
支
出
増
分
は
４
会
計
で

約
３
５
４
３
万
円
と
試
算

し
た
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
地
方
負
担
額
は
、
普

通
交
付
税
の
基
準
財
政
需

要
額
に
１
０
０
％
算
入
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上

の
負
担
増
は
、
ほ
ぼ
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②
消
費
税
増
税
に
伴
う
公

共
料
金
等
及
び
公
共
施
設

の
使
用
料
等
の
改
定
は
、

　

間
接
税
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
税
負
担
の
円
滑

か
つ
適
正
な
転
嫁
を
基
本

と
し
て
対
処
し
た
も
の
で

あ
り
、
適
切
な
対
応
と
考

え
て
い
る
。

①
水
道
使
用

料
の
値
上
げ

は
、
大
変
厳
し
い
と
考
え

る
。
余
市
町
は
消
費
税
の

転
嫁
は
一
切
な
い
と
し
て

い
る
が
、
他
町
村
の
動
向

は
。

②
町
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
は
、
行
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
り
値
上
げ
が

決
定
し
、
プ
ラ
ン
終
了
後

も
使
用
料
は
元
に
戻
っ
て

い
な
い
。
せ
め
て
消
費
税

分
の
転
嫁
を
や
め
、
町
民

が
使
い
や
す
い
使
用
料
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

①
管
内
11

町
村
が
上

水
道
の
値
上
げ
を
実
施
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

②
消
費
税
増

税
に
は
誰
も

が
反
対
と
考
え
る
が
、
消

総
務
課
長

費
税
増
税
に
は
一
長
一
短

あ
り
、
国
の
財
政
状
況
下

で
社
会
保
障
の
維
持
を
考

え
る
と
増
税
や
む
な
し
と

判
断
し
た
。
各
自
治
体
が

努
力
し
、
経
済
力
を
養
う

よ
う
な
政
策
を
、
私
は
農

業
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
政
策
を
打
ち
出
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
施
設
等
の
消
費

税
増
税
に
つ
い
て
は
、
更

に
町
民
が
使
用
し
や
す
い

環
境
を
考
え
取
り
組
ん
で

い
く
。

おしえて！ギモン博士

後志管内における
乳幼児等医療費の拡大実施状況

　北海道が実施している乳幼児等医療給付事業では、就学前（入院及

び通院）、小学生（入院）にかかる医療費の助成を行っています。

　各町村では、道が実施しているこの事業を独自に拡大し、医療費の

助成を行っています。

島
牧
村

寿
都
町

黒
松
内
町

蘭
越
町

ニ
セ
コ
町

真
狩
村

留
寿
都
町

喜
茂
別
町

京
極
町

倶
知
安
町

共
和
町

岩
内
町

泊
村

神
恵
内
村

積
丹
町

古
平
町

余
市
町

赤
井
川
村

仁
木
町

小学生 通院 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

中学生
通院 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

入院 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

高校生
通院 ★ ★

入院 ★ ★

町村名

区　分

おしえて！ギモン博士

　直接税とは、税金を納めるように義務付けられた

者と、その税金を実質的に負担する者とが同じであ

る税金のことです。

　間接税とは、酒税やたばこ税、消費税などのよう

に、税金を計算して収めるように義務付けられた者

と、その税金を実質的に負担する者とが異なる税金

のことです。

直接税と間接税の違い

租税の種類 直　接　税 間　接　税

国　　税
所得税、法人税、相続税
贈与税など

消費税、酒税、たばこ税
自動車重量税など

地　

方　

税

道　税
道民税、自動車取得税、
自動車税など

地方消費税、ゴルフ場利
用税、軽油取引税など

町　税
町民税、固定資産税、軽
自動車税、国民健康保険
税など

町たばこ税、入湯税など

３か月・６か月・１歳児健診（保健センター）

上
村

町
長

上
村

上
村

町
長

町
長

教育長杯室内ＰＧ大会（山村開発センター）
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野崎　明廣 議員

町
長

野
崎
町
内
に
は
北

海
道
が
管
理

浚
しゅんせつ

渫作業報奨金制度を活用して町長

私有地の無名川管理対策を

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い　

一
般
質
問

し
て
い
る
二
級
河
川
、
町

が
管
理
し
て
い
る
準
用
河

川
・
普
通
河
川
が
あ
る
。

　

災
害
の
発
生
防
止
の
た

め
、
河
川
環
境
の
整
備
、

保
全
が
求
め
ら
れ
て
い
る

箇
所
が
多
く
、
以
前
に
も

大
雨
災
害
に
よ
り
、
町
内

15
河
川
に
も
及
ぶ
災
害
の

発
生
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
河
川
災
害

が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
災
害
発
生
防
止
、
河

川
環
境
の
整
備
、
保
全
の

た
め
に
維
持
管
理
を
実
施

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
管

理
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

野
崎

町
が
管
理
し

て
い
る
普
通

河
川
・
準
用
河
川
（
全
域

61
河
川
・
全
長
１
９
５
・

７
㎞
）
は
、
災
害
の
発
生

防
止
及
び
河
川
環
境
の
整

備
と
保
全
の
た
め
、
砂
利

上
げ
等
の
河
床
整
理
、
流

木
の
伐
採
及
び
護
岸
補
修

な
ど
の
維
持
管
理
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
河
川
の
パ
ト
ロ

ー
ル
は
、
大
雨
及
び
融
雪

時
に
過
去
に
被
害
が
発
生

し
た
河
川
を
重
点
的
に
行

い
、
河
川
水
位
な
ど
を
把

握
し
、
危
険
な
状
態
と
判

断
し
た
と
き
は
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
土
の
う

積
み
及
び
排
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
内
水
の
排
水
等
必
要

な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
河
川
災
害
の
防

止
に
向
け
、
河
床
整
理
、

立
木
の
伐
採
及
び
護
岸
保

護
な
ど
に
努
め
、
維
持
管

理
を
実
施
し
て
い
く
。

町
長

本
来
の
河
川

基
盤
整
備
に

氾濫した河川の土のう積み（平成22年７月豪雨災害）

　近年の異常気象による大雨により、私有排水路等から雨

水があふれ出し、周辺の田畑への冠水被害を抑えることを

目的とする浚
しゅんせつ

渫作業に対して、報奨金を交付しています。

　報奨金の交付対象は、現に私有排水路等が存在し、町道

の排水が側溝等により接続されているものです。

　報奨金は出来高方式として、１ｍ当たりの基準額に実施

作業延長を乗じた金額及び掘
くっさく

削機械運送費の合計額の５割

ですが、申込箇所は当該年度１回を限度とします。

　なお、26年度の基準額は浚
しゅんせつ

渫作業１ｍ当たり200円、

掘
くっさく

削機械往復運送費３万円です。（報奨金算出にあたって

の実施作業延長は10ｍ単位とし、10ｍ未満の端数は切捨）

おしえて！ギモン博士
私有排水路等浚

しゅんせつ

渫作業報奨金とは
よ
っ
て
、
現
在
の
無
名
川

に
変
わ
り
、
私
有
地
を
流

れ
て
い
る
川
が
切
り
替
え

ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
無
名
川
の
私
有
地
管

理
義
務
の
対
応
と
し
て
、

町
と
し
て
何
か
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。無

名
川
及
び

沢
水
が
大
雨

等
に
よ
っ
て
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
畑

等
が
冠
水
し
て
い
る
場
所

が
数
か
所
存
在
す
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
流
水
が
沢
水
の
自
然

水
な
の
か
、
又
は
用
排
水

路
に
よ
る
も
の
な
の
か
を

見
極
め
て
き
ち
ん
と
判
断

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
民
地
を
流
れ
る

　

私
有
排
水
路
等
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ

つ

作
業
は
、
報
奨
金
の
交
付

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

2/10

臨時会第
１
回

4/30

臨時会第
２
回

補
正
予
算

陳

情

　

種
川
町
内
会
か
ら
町
道

の
勾
配
緩
和
と
拡
幅
を
求

め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
、

総
務
経
済
常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
、
審
査
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

 

勾
配
緩
和
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　

委
員
会
に
付
託

◇
提
出
者

　

種
川
町
内
会

　
　
　

会
長　

髙
橋
利
幸

◇
内
容
（
要
約
）

　

町
道
種
川
線
を
市
街
地

方
向
に
進
む
と
、
フ
ル
ー

ツ
街
道
に
突
き
当
た
る
交

差
点
ま
で
下
り
勾
配
が
続

種
川
線
フ
ル
ー
ツ
街
道
交

差
点
手
前
の
勾
配
緩
和
と

拡
幅
を
求
め
る
陳
情

き
、
特
に
冬
期
間
は
一
時

停
止
線
で
停
止
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
、
道
路

勾
配
の
緩
和
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
多
く
の
車
両
が
往

来
し
、
交
差
点
で
は
渋
滞

が
発
生
し
、
車
両
同
士
の

物
損
事
故
や
人
身
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
大
型
バ

ス
が
往
来
す
る
度
に
事
象

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
種
川
線
の
拡
幅
を
求

め
る
。

▼
一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
は
、
小

中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン

を
更
新
す
る
た
め
の
経
費

等
な
ど
の
増
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

小型ロータリ除雪車を更新

・一般会計（８回目の補正）※第1回臨時会分
50万4000円 増 30億6274万5000円

・一般会計（10回目の補正）※専決処分
2153万3000円 増 32億6443万8000円

・国民健康保険事業特別会計（５回目の補正）※専決処分
208万2000円 減 2億8301万2000円

・簡易水道事業特別会計（４回目の補正）※専決処分
1306万3000円 減 5億9516万2000円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）※専決処分
30万5000円 減 5981万2000円

補 正 額 予 算 総 額

平成25年度会計　補正の結果

・一般会計（１回目の補正）
713万1000円 増 35億8612万9000円

・国民健康保険事業特別会計（１回目の補正）
244万9000円 減 2億4087万3000円

・簡易水道事業特別会計（１回目の補正）
590万7000円 減 4億1092万9000円

・後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）
9万6000円 増 6398万5000円

補 正 額 予 算 総 額

平成26年度会計　補正の結果

補
正
予
算

▼
25
年
度
（
専
決
処
分
）

◇
一
般
会
計
、
国
保
・
簡

　

水
・
後
期
医
療
特
会

す
べ
て
全
員
賛
成
で
承
認

▼
26
年
度

◇
一
般
会
計
、
国
保
・
簡

　

水
・
後
期
医
療
特
会

す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決

財
産
取
得

▼
小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購
入

◇
契
約
の
相
手
方

　

北
海
道
川
重
建
機
㈱

◇
契
約
金
額

　

２
０
３
０
万
４
０
０
０
円

◇
納
期　

10
月
31
日

全
員
賛
成
で
可
決

▼
大
江
団
地
建
築
工
事

◇
契
約
の
相
手
方

　

阿
部
・
塩
島
Ｊ
Ｖ

◇
契
約
金
額

　

６
７
１
７
万
６
０
０
０
円

◇
工
期

　

５
月
７
日
～
１
月
31
日

全
員
賛
成
で
可
決

▼
大
江
団
地
機
械
設
備
工
事

◇
契
約
の
相
手
方

　

堀
川
管
工
・
関
組
Ｊ
Ｖ

◇
契
約
金
額

　

５
７
２
４
万
円

◇
工
期

　

５
月
７
日
～
１
月
31
日

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
締
結

おしえて！ギモン博士

Ｊ
Ｖ
…
経
常
建
設
共
同

企
業
体
の
こ
と
。
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追跡

あれからどうなった？
質問のゆくえ

議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査していきます。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

道路拡幅を求める陳情を審査

◆
陳
情
第
１
号
審
査

　

平
成
26
年
２
月
17
日
に

陳
情
第
１
号
『
種
川
線
フ

ル
ー
ツ
街
道
交
差
点
手
前

の
勾
配
緩
和
と
拡
幅
を
求

め
る
陳
情
』
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
側
に
要
求
し

た
資
料
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

▼
種
川
線
フ
ル
ー
ツ
街
道
交
差
点
手
前
の

　

勾
配
緩
和
と
拡
幅
を
求
め
る
陳
情

　

現
地
調
査
で
は
、
種
川

線
の
道
路
勾
配
確
認
等
、

種
川
線
と
仁
木
山
の
手
線

（
フ
ル
ー
ツ
街
道
）
の
交

差
点
現
況
確
認
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
夏
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
お
け
る
車
の
往

来
状
況
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。　

◆
陳
情
第
３
号
審
査

　

平
成
26
年
３
月
27
日
に
陳
情
第
３
号
『
道
道

仁
木
赤
井
川
線
に
接
続
さ
れ
て
い
る
町
道
銀
山

停
車
場
線
の
拡
幅
を
求
め
る
陳
情
』
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
側
に
要
求
し
た
資
料
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
で
は
、
銀
山
停
車
場
線
の
道
路
現

況
確
認
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
歩
道
の
雪
が
完
全
に
解
け
た
状
態

で
の
道
路
現
況
確
認
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

▼
道
道
仁
木
赤
井
川
線
に
接
続
さ
れ
て
い
る

　

町
道
銀
山
停
車
場
の
拡
幅
を
求
め
る
陳
情

◆
陳
情
第
２
号
審
査

　

平
成
26
年
３
月
27
日
に
陳
情
第
２
号
『
町
道

３
番
線
灌
漑
用
水
路
か
ら
フ
ル
ー
ツ
街
道
ま
で

の
拡
幅
を
求
め
る
陳
情
』
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
町
側
に
要
求
し
た
資
料
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
で
は
、
３
番
線
の
道
路
現
況
確
認

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
車

の
往
来
状
況
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。　

▼
町
道
３
番
線
灌
漑
用
水
路
か
ら
フ
ル
ー

　

ツ
街
道
ま
で
の
拡
幅
を
求
め
る
陳
情

↓

あ
れ
か
ら
…
こ
う
な
り
ま
し
た

　平成26年度の当初予
算に、ぬくもり灯油助
成事業経費が計上され
ました。
　町政執行方針では、
事業の制度化までは明
言していませんが、灯
油価格に関係なく事業
が実施されます。

今年は灯油価格に
関係なく実施現 在

学校給食試食会を実施
　

３
月
７
日
に
佐
藤
町

長
、
美
濃
副
町
長
、
髙

木
教
育
委
員
長
、
角
谷

教
育
長
、
中
西
代
表
監

査
委
員
を
招
き
、
学
校

給
食
試
食
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
給
食
試
食

会
は
、
献
立
と
調
理
の

状
況
及
び
食
味
把
握
の

た
め
、
平
成
18
年
か
ら

年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
行

っ
て
い
ま
す
。

シーフードカレー・キャベツサラダ

牛乳・アイス風デザート

Assembly topic 

　

３
月
の
献
立
表
が
資
料

と
し
て
配
布
さ
れ
、
３
月

３
日
の
ひ
な
祭
り
に
は
、

「
ひ
な
祭
り
献
立
」
と
し

て
、
手
巻
き
寿
司
と
ひ
な

祭
り
デ
ザ
ー
ト
が
つ
く
、

子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。

　

季
節
感
の
あ
る
献
立
づ

く
り
が
さ
れ
て
お
り
、
食

べ
る
楽
し
さ
で
食
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
も
大
切
と

感
じ
ま
し
た
。

↓

答弁

制度化を視野に

入れて判断します

↓

灯油助成事業の

恒常化の検討を質問
（平成25年第３回定例会・一般質問）

その後

25年度冬に助成事業が実施されまし
たが、灯油価格高騰による判断によ
るものでした。

25年度冬の

助成が決定
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すくすく広場は、毎週火曜日・保健センターで開催しています！

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

議
会
だ
よ
り

次の議会は

ぜひ傍聴に来てください

（６月下旬を予定）
６月定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長

　
山
下
　
敏
二

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
住
吉
　
英
子

副
委
員
長

　
嶋
田
　
　
茂

委
　
員

　
大
野
　
雅
義

委
　
員

　
上
村
智
恵
子

編
集

　
後
記

　
北
海
道
特
有
の
長
い
冬
が
終

わ
り
を
告
げ
、
新
緑
が
ま
ば
ゆ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
花
が
咲
き
は
じ
め
、

町
内
が
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
方
に
、
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
号
は
３
月
定
例
会
の
審
議
内
容
を
中
心

に
編
集
し
ま
し
た
。
前
号
で
１
０
０
号
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
紙
面
を
少
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

節
目
の
記
念
号
に
携
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
も

次
の
節
目
２
０
０
号
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
１
０
１
号

の
編
集
後
記
を
担
当
…
責
任
重
大
で
す
。

　
広
報
委
員
に
な
っ
て
３
年
目
。
今
後
も
「
よ
り
わ

か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
編
集
し
て
い
き
ま
す
。

　
〈
嶋
田
　
茂
〉

絆
～家族のつながり～

輝く町民さんを紹介！

人まちの

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
上
村
智
恵
子
）

大
自
然
の
中
で
子
育
て
！

す
く
す
く
育
つ
三
兄
弟

小
野
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
尾
根
内
）

尾
根
内
在
住
の
小
野
栄
幸
さ
ん
は

妻
・
智
美
さ
ん
と
三
人
の
お
子
さ

ん
、
隣
家
に
住
ん
で
い
る
智
美
さ

ん
の
両
親
、
祖
父
の
四
世
代
家
族

で
す
。

「
自
分
は
農
協
に
勤
め
て
い
ま
す

が
、
実
家
は
兼
業
農
家
を
営
ん
で

い
る
の
で
、
休
日
は
妻
と
と
も
に

手
伝
っ
て
い
ま
す
」

「
子
育
て
環
境
は
充
実
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
夫
婦
共
働
き
な
の
で
、

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

お
迎
え
時
間
を
も
う
少
し
延
長
し

て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
ね
」

「
傍
聴
に
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、

仕
事
が
忙
し
く
て
行
け
ま
せ
ん
。

　

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
い
か
が

で
す
か
。

　

お
仕
事
は
何
を
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
か
。

　

尾
根
内
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
、

毎
日
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ん
で

い
る
と
い
う
お
子
さ
ん
た
ち
。

　

す
こ
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
る
三
兄
弟
の
将
来
が
楽
し
み

で
す
！

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
行
為
の
禁
止

地域の健康づくりを支える

ふ
ま
ね
っ
と
「
笑(

に)

っ
こ
り
仁
木
」

米
　
山
　
和
　
子
　

さ
ん

山
　
地
　
光
　
子
　

さ
ん

（
取
材　

住
吉
英
子
・
上
村
智
恵
子
）

き
に
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然
別
地
区
で
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
を

指
導
し
て
い
る
の
は
、
笑(

に)

っ
こ

り
仁
木
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
米

山
さ
ん
と
山
地
さ
ん
で
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
結
成
さ
れ
た
こ

の
会
は
、
仁
木
・
然
別
・
大
江
・
銀

山
の
各
地
区
で
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
を

展
開
し
、
毎
月
１
回
か
ら
２
回
の
教

室
に
は
、
90
歳
以
上
の
方
も
参
加
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
は
、
高
齢
者
の
体
力
増
強
だ
け
で
は

な
く
、
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
脳
の

活
性
化
も
図
ら
れ
、
認
知
症
予
防
に
も
非
常
に
効
果
が
高

い
と
感
じ
ま
し
た
。
「
最
初
は
支
え
な
し
で
は
歩
け
な
か

っ
た
方
も
、
今
で
は
自
分
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
も
ふ
ま
ね
っ
と
運

動
の
効
果
に
納
得
の
様
子
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
二

人
か
ら
は
「
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
方
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
。

　

今
後
は
、
町
内
で
も
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
習
会
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
ま
た

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
行
き
た
い

で
す
」

「
国
民
健
康
保
険
税
が
高
い
で
す

ね
。
他
の
町
と
比
べ
て
納
め
る
税

金
が
多
い
の
は
、
不
公
平
に
感
じ

ま
す
。
何
と
か
改
善
し
て
ほ
し
い

で
す
」

　

町
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。


